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Ⅰ. はじめに 
 我が国では近年、有料老人ホームに居住する高齢者が増加している。安心した老後を送

るためとはいえ、有料老人ホームへの入居は長年住み慣れた地域を離れることになること

から、入居前と入居後とで子供や親族、友人との関係性の変化が考えられ、他方では、過

去にまったく面識のない高齢者と有料老人ホームをいう新しい環境で生活を開始すること

で、新たな人間関係等を再編しなければならない。有料老人ホームに入居し、居住すると

いうことは、安心した老後を過ごすためとはいえ、社会的ネットワークにおいて変化がみ

られ、それが精神的健康に悪影響を及ぼす可能性がある。本研究の目的は、今後も入居を

希望する高齢者が増えていくことが考えられる有料老人ホームにおいて、そこに居住する

高齢者の精神的健康の要因を、特に社会的ネットワークに着目して検討しようというもの

である。その際、現在の社会的ネットワークだけでなく、入居前後における変化について

も分析枠組みに加えることとした。 
 
Ⅱ. 方法 
 対象者は、東京都八王子市にある介護付き有料老人ホームに居住する高齢者とした。こ

の有料老人ホームは、入居者の前住所地が八王子以外という者が多いことから、入居前後

における社会的ネットワークの変化が精神的健康に影響するか否かという本研究の課題と

の関連で適当と考えた。入居者のうち認知機能の面で問題がない 27 名を対象者として選択

した。認知機能の評価は介護認定調査に基づいている。調査項目は、身体的・精神的健康

度、社会的ネットワーク、基本属性等とした。分析は統計ソフト PASW statistics18 を用

い、従属変数に Geriatric Depression Scale（GDS）の得点を投入し、独立変数には種類別

ネットワーク（子供、親族、有料老人ホーム外の友人）の現在と入居前後の変化、有料老

人ホーム内の友人数とその関わり方を位置づけた。分析対象数は少ないため、分析に際し

てはネットワーク変数を同時に投入するのではなく、種類別に投入した。その際、ネット

ワークと精神的健康の関係に影響する変数については、その影響を調整するため、偏相関

係数を用いた。調整する変数は、事前に年齢、性別、教育年数、配偶者との離死別経過年

数、入居に関わるプロセスとして入居経過年数、前住所地、入居決定者、当該ホームでの

生活満足度を候補に上げ、ネットワークと精神的健康との関係を検討したが、唯一現在の

活動能力指標の得点のみが両者に影響する変数であったため、調整変数としては現在の活

動能力指標の得点を用いた。 
 
Ⅲ. 結果 

10%未満の有意水準でみると、活動能力指標の影響を調整する前では、親族との回数、ホ

ーム外との友人との面会回数、老人ホーム内の友人数、老人ホーム内の友人との関わりの

内容が「一緒にお茶を飲む」、「一緒にサークルに参加する」といった要因が精神的健康に

影響していることが明らかにされたが、その方向性は、親族との面会回数についてのみ精
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神的健康を悪化させて方向で、他は向上させる方向で作用していた。活動能力指標の影響

を調整した偏相関係数を算出すると、10%未満の有意水準で、親族との面会回数が精神健康

にある程度影響していた（P<0.10）。しかし、この方向性は精神健康を悪化させる方向で作

用していた。 
 

Ⅳ. 考察 
分析の結果、有料老人ホームに居住する高齢者の精神的健康にある程度の効果があった

社会的ネットワークは、現在における親族との面会頻度のみであった。興味深いのは、そ

の効果は精神健康を悪化させる方向で作用していた点である。統計的に見て有意ではない

が、一般的な見方とは逆に、親族との面会頻度の入居前後の変化、友人との面会頻度の入

居前後の変化のいずれも、減少した人では変化がないとか増加したという人と比較して精

神健康が高いという結果が見られている。有料老人ホームへの入居理由には、自由に暮ら

せ、プライバシーが守れるなどが上位に上げられていることを考えあわせるならば、入居

している高齢者にとっては、入居後も友人や親族などの関係が継続することは意外と煩わ

しいことであり、それによって精神的健康に対してマイナスに作用しているのかもしれな

い。この結果の意味するところを質的な研究などによって解明するとともに、他の対象で

の追試も必要といえよう。 
 既存の研究では、入居者の主観的幸福感に対して老人ホーム外のネットワークでは子供

が、老人ホーム内のネットワークでは友人との関係が強い影響を与えていることが示され

ている。本研究では、いずれも有意な効果が確認されなかった。しかし、本研究から強い

効果がないと結論付けることはできない。それぞれの偏相関係数が精神的健康を低下させ

る方向で作用していたものの、ケース数が 27 であり、統計的検出力が低いために有意な効

果が観察されなかった可能性がある。ケース数を増加させるなどして知見の妥当性を検証

する必要がある。 
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